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ノ

紹介

ら
の
方
法
論
的
主
張
を
憲
法
学
の
実
定
的
諸
問
題
（
「
条
約
」
、
「
集
会
の

自
由
の
基
本
問
題
と
時
事
問
題
」
、
「
法
の
秩
序
に
お
け
る
人
的
自
治
団
体

諸
制
度
」
、
「
大
学
の
自
治
」
そ
の
他
）
に
即
し
て
展
開
し
た
大
著
（
Ω
口
等

誓
①
「
≦
一
旦
一
①
「
M
ω
ε
α
一
環
N
二
∋
＜
Φ
「
h
器
ω
§
σ
q
ω
「
①
o
算
　
≦
一
2
＼
Z
Φ
≦

照
。
「
貯
ω
9
コ
σ
q
Φ
「
＜
Φ
「
一
9
α
Q
し
㊤
㊤
ド
×
≦
』
留
ω
幽
）
を
前
述
「
国
家
と
法
の

研
究
」
叢
書
の
最
新
号
（
第
九
五
巻
）
と
し
て
公
に
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、

応
え
て
い
る
。

　
な
お
、
著
者
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
右
に
述
べ

た
所
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
本
誌
五
五
巻
二
～
四
合
併
号
（
一
九
八
九
年
）

六
〇
一
頁
の
拙
文
「
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
論
文
に
寄
せ
て
」
（
以
下
の
苗
村
紹

介
・
文
頭
参
照
）
を
ご
商
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

苗
　
村
　
辰
　
弥

　
本
稿
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
法
学
部
教
授
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー

氏
の
著
書
『
法
理
論
と
認
識
論
－
純
粋
法
学
に
お
け
る
存
在
と
当
為
の

ジ
レ
ン
マ
に
対
す
る
精
神
史
的
及
び
認
識
理
論
的
観
点
か
ら
の
批
判
的
考

察
』
（
一
九
九
〇
年
）
の
内
容
を
紹
介
・
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
体
系
内
在
的
及
び
体
系
超
越
的
に
、
「
実
定
法
の
経
験
可
能

性
（
国
「
h
9
7
「
一
り
蝉
「
匠
①
一
山
）
・
理
解
可
能
性
（
＜
臼
。
。
8
プ
σ
p
蒔
Φ
団
け
）
・
解
釈
可
能

性
（
∪
Φ
三
§
α
q
。
。
∋
O
α
q
＝
α
q
匠
9
）
に
関
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
方
法
論
的
・
論
理

的
・
認
識
理
論
的
諸
前
提
に
つ
き
、
根
本
的
に
そ
の
前
提
を
探
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

維
持
可
能
性
（
｝
山
舜
D
一
二
り
P
「
評
Φ
評
）
を
吟
味
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

（
ω
・
×
≦
・
響
購
繭
蕩
霧
）
。
そ
の
構
想
は
、
ヴ
ィ
ン
ク
う
ふ
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
わ
が
国
の
諸
大
学
で
行
な
っ

た
『
純
粋
法
学
の
栄
光
と
悲
惨
（
Ω
§
N
⊆
a
日
雪
α
ユ
9
カ
①
ぎ
Φ
コ

菊
①
o
葺
ω
δ
ぼ
①
）
』
と
い
う
標
題
の
講
演
に
遡
る
（
ω
齢
ω
矯
＞
5
∋
」
）
。
同
講
演

は
一
九
八
八
年
五
月
二
三
日
、
法
政
学
会
・
法
学
部
国
際
学
術
交
流
振
興

基
金
共
催
学
術
講
演
会
の
形
で
本
学
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
、
そ
の
内
容

は
、
独
語
論
文
．
、
○
冨
嵩
§
仙
田
Φ
巳
α
臼
ヵ
Φ
ぎ
①
コ
閃
①
6
窪
ω
δ
ぼ
①
　

↓
冨
。
匡
一
ω
。
冨
⊆
a
σ
q
Φ
一
ω
け
①
ω
α
q
Φ
ω
。
三
9
二
一
。
冨
0
9
二
①
α
q
巷
α
q
①
5
N
＝
∋

∪
一
一
Φ
ヨ
ヨ
p
＜
o
コ
ω
Φ
ヨ
⊆
コ
α
ω
o
一
一
Φ
口
ぎ
国
p
旨
ω
困
Φ
一
ω
Φ
霧
力
①
o
ゴ
什
ω
島
Φ
p

「一

ｳ
、
．
と
し
て
法
政
研
究
五
五
巻
二
～
四
合
併
号
（
一
九
八
九
年
）
に
収
め

　
　
　
　
　
ユ
　

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
本
書
は
、
同
誌
同
号
所
収
の
右
論
文
へ
の

手
島
教
授
の
コ
メ
ン
ト
、
「
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
論
文
に
寄
せ
て
」
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
、
「
ケ
ル
ゼ
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
後
、
宛
然
“
純
粋
法

学
”
の
聖
地
の
観
あ
る
懊
都
ウ
ィ
ー
ツ
に
あ
っ
て
、
孤
高
あ
え
て
独
り
カ

ン
ト
哲
学
正
統
の
”
批
判
”
の
立
場
を
持
し
て
譲
ら
ぬ
そ
の
学
問
的

　
　
　
　

志
操
」
の
集
大
成
と
言
え
よ
う
。
か
か
る
意
義
を
有
す
る
本
書
の
紹
介
は
、

前
掲
論
文
を
法
政
研
究
に
掲
載
し
た
趣
意
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
本
書
は
、
「
序
論
」
と
一
〇
章
構
成
の
本
論
か
ら
成
る
。
そ
の
「
序
論
」

に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
生
活
に
つ
き
、
純
粋
法

学
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
述
べ
ら
れ
、
純
粋
法
学
の
理
論
か
ら
の
訣
別
の

根
拠
が
示
さ
れ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
、
行
政
法
に
関

す
る
彼
の
具
体
的
・
実
定
法
志
向
的
・
法
解
釈
学
的
考
察
に
ケ
ル
ゼ
ン
の
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法理論と認識論（苗村）

法
命
題
・
法
規
範
理
論
の
適
用
可
能
性
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
行
政
行
為

に
よ
る
法
の
具
体
化
に
関
す
る
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
の
研
究
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の

存
在
・
当
為
の
厳
格
な
分
離
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
及
び
純
粋
な
当
為
の
制
裁
に

よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
表
現
と
し
て
の
「
規
範
的
」
仮
言
「
判
断
」
と
い
う

観
念
か
ら
離
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
と
っ
て
、
「
法
及

び
法
学
に
お
け
る
存
在
と
当
為
の
区
別
と
結
合
の
実
践
的
必
要
性
、
論
理

的
可
能
性
、
及
び
認
識
理
論
上
の
有
意
味
性
が
不
可
避
な
も
の
と
思
わ
れ

た
」
（
傍
点
、
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
）
。
法
は
と
り
わ
け
そ
の
具
体
化
に
お
い
て
当
為
に
従
い

存
在
に
従
う
態
様
の
多
様
な
「
も
し
一
な
ら
ぽ
（
≦
Φ
ロ
コ
ー
O
き
コ
）
」
関
係

の
意
味
構
造
と
し
て
示
さ
れ
、
法
の
提
示
は
、
制
裁
規
範
と
し
て
の
「
規

　
　
　
　
　
　
　
「

範
的
」
仮
言
「
判
断
」
と
い
う
論
理
的
形
式
構
造
に
尽
き
る
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
制
裁
規
範
は
、
認
識
論
に
で
は
な
く
対
象
た
る
「
実
定
法
」
に

根
差
す
も
の
だ
か
ら
、
法
の
認
識
の
た
め
の
先
験
論
理
的
思
考
補
助
で
も

な
い
（
G
。
●
×
日
じ
。
第
二
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
に
内
在
す
る
目
的
を
自

然
の
因
果
的
存
在
要
素
と
し
て
捉
え
、
法
の
当
為
の
領
域
及
び
法
の
科
学

の
領
域
か
ら
放
逐
し
た
が
、
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
と
っ
て
は
、
「
法
に
お
け

る
目
的
は
、
法
に
お
け
る
諸
価
値
と
諸
利
益
の
機
能
的
意
味
づ
け
の
客
観

的
発
現
と
し
て
、
意
欲
さ
れ
た
法
的
当
為
自
体
の
意
図
と
目
的
の
表
れ
と

し
て
、
そ
れ
ゆ
え
実
定
法
の
目
的
論
的
解
釈
の
た
め
の
中
心
的
な
実
質
的

手
が
か
り
と
思
わ
れ
る
」
（
ω
・
×
守
じ
。
か
か
る
問
題
意
識
に
ヴ
ィ
ン
ク

ラ
ー
の
純
粋
法
学
批
判
は
由
来
す
る
。

第
［
章
「
純
粋
法
学
の
創
始
者
（
】
）
雪
ω
島
。
冨
9
畠
9
胃
①
ぎ
①
コ

胃
。
θ
三
ω
一
①
『
冨
）
」
は
、
「
純
粋
法
学
は
、
そ
の
特
徴
及
び
最
終
的
な
解
体

と
同
様
に
そ
の
位
置
づ
け
を
、
本
来
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
問
上
の
個
性
の
特

質
、
変
更
、
及
び
精
神
的
環
境
条
件
の
中
の
み
に
見
出
す
」
（
ω
6
）
と
い

う
問
題
意
識
の
下
、
ケ
ル
ゼ
ン
を
と
り
ま
く
人
物
と
の
学
問
上
の
関
係
・

影
響
を
考
察
す
る
。
第
一
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
る
カ
ン
ト
哲
学
理
解
の
浅

さ
が
指
摘
さ
れ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
カ
ン
ト
の
『
道
徳
形
而
上
学
原
論
』

を
通
じ
て
カ
ン
ト
哲
学
の
入
門
を
学
ん
で
は
い
た
が
、
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に

よ
れ
ば
、
「
ど
う
や
ら
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
れ
以
上
に
カ
ン
ト
の
認
識
理
論

及
び
先
験
論
理
学
に
深
い
造
詣
を
持
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
（
ω
・

ま
）
。
ま
た
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
自
ら
の
理
論
が
新
カ
ン
ト
派
に
認
識
理
論
的

に
直
接
関
係
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
。
ハ
ン
ト
、

ジ
ン
メ
ル
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
ら
に
よ
っ
て
自
然
の
因
果
性
に
対
置
さ
せ
ら

れ
た
目
的
論
を
無
視
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
方
向

性
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
、
学
問
論
と
し
て
の
純
粋
論
理
学
の
規
範
的
性
格

及
び
そ
の
認
識
理
論
上
の
「
根
本
規
範
」
と
い
う
観
念
、
並
び
に
、
心
理

主
義
に
反
対
す
る
規
範
論
理
的
立
場
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ヴ
ィ

ン
ク
ラ
ー
か
ら
み
れ
ば
「
否
定
し
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
。
こ
こ
に

ケ
ル
ゼ
ン
の
「
規
範
的
」
仮
言
「
判
断
」
の
観
念
の
基
礎
が
見
出
さ
れ
る
。

し
か
し
、
カ
ン
ト
の
先
験
論
理
学
と
同
じ
く
経
験
の
論
理
学
で
あ
る
フ
ッ

サ
ー
ル
の
論
理
学
へ
の
途
は
、
存
在
と
当
為
の
厳
格
な
分
離
に
よ
っ
て
妨

げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
カ
ン
ト
や
フ
ッ
サ
ー
ル
へ
の
関
心
と
裏
腹
に
、
実

証
主
義
者
に
し
て
反
カ
ン
ト
の
立
場
の
マ
ッ
ハ
の
影
響
を
受
け
た
ケ
ル
ゼ

ソ
は
「
思
考
経
済
的
」
前
提
の
観
念
を
採
用
、
そ
れ
を
「
価
値
経
済
的
」
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紹介

前
提
へ
と
変
容
さ
せ
て
い
る
一
そ
れ
は
法
理
論
に
お
い
て
も
「
思
考
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

済
的
」
で
の
み
あ
り
得
る
に
も
拘
ら
ず
（
ω
・
一
α
h
h
●
）
、
そ
の
結
果
、
「
純
粋

法
学
の
諸
概
念
と
諸
問
題
は
、
形
式
論
理
的
な
『
還
元
（
ヵ
Φ
α
津
南
〇
昌
）
』

を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
法
命
題
の
理
論
に
限
定
さ
れ
て
い
る
」
。
そ
し

て
、
「
こ
の
全
く
恣
意
的
に
選
ば
れ
た
形
式
論
理
的
出
発
点
の
前
で
は
、

そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る
い
か
な
る
理
論
も
存
立
し
得
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

対
象
た
る
実
定
法
は
、
純
粋
法
学
に
お
い
て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
基
本
的
諸

概
念
に
と
共
に
、
何
十
年
も
の
間
、
多
義
的
な
法
命
題
と
い
う
プ
ロ
ク
ル

ス
テ
ス
の
ベ
ッ
ド
の
中
に
押
し
込
ま
れ
た
」
（
ω
．
N
①
）
。

　
第
二
章
「
純
粋
法
学
、
そ
の
発
展
と
変
遷
（
O
篭
国
。
ぎ
①
閑
①
。
三
。
・
一
①
ぼ
①
り

凶
7
「
o
国
＝
蒔
ミ
ざ
霞
目
5
0
Q
ロ
コ
ニ
ぎ
円
①
≦
暫
5
怪
士
5
α
q
①
嵩
）
」
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
理

論
が
、
い
く
つ
も
の
形
を
持
つ
こ
と
を
示
す
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
決
し
て
「
同

一
の
精
神
的
位
置
」
に
留
ま
ら
ず
、
「
諸
基
本
概
念
を
変
更
し
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
当
初
は
批
判
し
て
い
た
別
の
説
へ
と
立
場
を
移
し
さ
え
す
る
」
。

ゆ
え
に
、
「
後
の
理
論
は
前
の
理
論
を
廃
す
る
か
（
u
o
g
o
「
ぎ
曽
℃
o
ω
8
「
δ
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

α
Φ
δ
σ
q
讐
ユ
。
9
0
「
ぎ
器
9
9
凶
～
）
」
と
い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
（
ψ
ω
N
）
。

　
か
か
る
意
味
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
は
五
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
の
第
一
段
階
は
、
『
国
法
学
の
主
要
問
題
』
に
お
い
て
示
さ
れ
た
。
こ
の

段
階
は
、
認
識
原
理
及
び
法
規
範
と
し
て
の
「
規
範
的
」
仮
言
「
判
断
」

と
い
う
形
式
論
理
的
形
態
に
お
け
る
多
義
的
な
「
法
命
題
」
に
よ
っ
て
特

徴
づ
け
ら
れ
る
静
態
的
一
面
的
法
理
論
を
示
す
（
ω
・
①
卜
○
）
。
『
国
法
学
の
主

要
問
題
』
の
中
心
部
分
は
、
法
命
題
（
刃
Φ
O
プ
一
ω
ω
9
け
N
）
の
多
義
的
な
観
念

で
あ
っ
た
。
当
初
、
法
命
題
と
は
法
規
範
で
あ
り
、
「
規
範
的
」
仮
言
「
判

断
」
の
形
式
論
理
的
形
式
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
存
在
と
当
為
の
二
元
論

に
の
み
な
ら
ず
、
両
者
の
分
離
な
い
し
「
対
立
（
〉
馨
p
σ
Q
。
三
。
。
∋
二
ω
）
」
の

「
教
条
主
義
」
に
よ
っ
て
刻
印
を
押
さ
れ
、
法
は
存
在
で
な
く
当
為
だ
と

さ
れ
た
（
ω
の
ω
ω
）
。
さ
ら
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
命
題
に
お
け
る
命
法

（一

ｹ
℃
Φ
δ
二
く
）
を
廃
棄
し
、
法
の
目
的
を
、
法
の
客
観
的
に
機
能
す
る
存

在
及
び
意
味
と
し
て
で
は
な
く
、
心
理
学
的
に
解
し
、
法
的
考
察
か
ら
放

逐
し
た
。
そ
し
て
、
「
価
値
経
済
的
・
思
考
経
済
的
還
元
」
の
公
準
に
よ
っ

て
、
法
命
題
は
法
理
論
の
認
識
論
・
形
式
論
理
・
法
理
論
的
基
本
原
理
と

さ
れ
、
対
象
の
先
験
論
理
的
基
本
原
理
へ
と
実
体
化
さ
れ
た
。
そ
の
基
本

的
前
提
は
論
理
学
の
規
範
的
性
格
と
い
う
仮
定
で
あ
っ
た
（
ω
．
ω
『
）
。
そ
の

結
果
、
法
理
論
は
「
人
工
的
に
構
成
さ
れ
形
式
論
理
的
に
区
分
さ
れ
た
法

概
念
の
規
範
的
に
形
式
的
な
解
釈
」
と
し
て
解
さ
れ
た
ー
ヴ
ィ
ン
ク

ラ
ー
は
そ
れ
を
「
無
意
味
な
形
式
構
造
」
と
批
判
す
る
が
（
ψ
ω
。
。
）
。

　
第
二
段
階
及
び
第
三
段
階
は
、
一
九
二
〇
年
以
降
始
ま
り
、
一
九
三
四

年
発
行
の
『
純
粋
法
学
』
第
一
版
で
結
実
す
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期

に
、
一
次
規
範
と
二
次
規
範
の
観
念
と
並
び
、
法
の
段
階
横
…
造
と
根
本
規

範
の
観
念
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
は
、
「
静
態
的
に
複
数
階
層
的
（
二

面
的
）
で
外
見
上
の
み
動
態
的
な
法
考
察
の
体
系
的
に
完
結
し
た
統
一

体
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
（
Q
Q
・
c
D
卜
○
囲
h
・
）
。

　
こ
こ
ま
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
思
考
は
「
純
粋
性
（
刃
Φ
ぎ
7
Φ
δ
」
を
志
向

し
、
「
こ
と
さ
ら
に
規
範
的
に
評
価
さ
れ
た
論
理
と
形
式
へ
の
結
び
付
き
」

に
よ
っ
て
当
初
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
『
純
粋
法
学
』
第
一
版
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で
展
開
さ
れ
た
同
時
に
法
理
論
的
、
法
論
理
的
、
認
識
論
的
で
あ
る
多
義

的
な
法
命
題
の
概
念
、
並
び
に
、
純
粋
法
学
の
名
を
基
礎
づ
け
る
体
系
に

お
い
て
最
高
潮
を
示
す
（
ω
．
㎝
O
｛
｛
●
）
。
し
か
る
に
、
こ
の
理
論
は
、
続
く
第

四
及
び
第
五
段
階
に
お
い
て
変
質
・
解
体
傾
向
を
示
す
。

　
第
四
段
階
は
、
ア
メ
リ
カ
亡
命
以
降
、
『
法
と
国
家
の
一
般
理
論
』
に
示

さ
れ
る
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
「
本
質
的
変
更
」
の
段
階
で
あ
る
。
「
純
粋
性
」

は
二
般
性
（
≧
一
α
Q
Φ
∋
①
ぎ
ゴ
①
ご
」
に
置
き
換
え
ら
れ
、
そ
し
て
、
「
規
範

は
法
命
題
の
範
か
ら
解
放
さ
れ
た
」
。
前
者
は
命
法
の
当
為
形
式
の
中
に

示
さ
れ
、
後
者
は
複
数
に
分
割
さ
れ
る
「
規
範
的
」
仮
言
判
断
の
論
理
構

造
の
中
に
示
さ
れ
た
。
「
命
法
」
と
し
て
の
規
範
は
「
判
断
」
の
性
格
が
否

定
さ
れ
、
命
令
、
禁
止
、
許
容
、
授
権
の
意
味
に
お
け
る
単
な
る
当
為
を

意
味
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
か
た
や
法
命
題
は
法
規
範
の
「
記
述
」
、
形
式

の
記
述
に
仕
え
る
も
の
と
さ
れ
た
。
加
え
て
、
こ
こ
で
は
存
在
の
側
面
の

強
調
が
み
ら
れ
る
1
認
識
論
的
・
科
学
論
的
前
提
の
修
正
は
な
い
も
の

の
（
ω
●
韻
h
こ
㊦
心
）
。

　
第
五
段
階
は
、
『
規
範
の
一
般
理
論
』
に
お
い
て
示
さ
れ
る
、
純
粋
法
学

及
び
｝
般
法
学
の
「
未
完
成
の
解
体
（
§
＜
o
＝
Φ
a
Φ
8
＞
二
ま
ω
巷
α
q
）
」
の

時
期
で
あ
る
。
も
は
や
、
存
在
と
当
為
の
絶
対
的
分
離
は
扱
わ
れ
ず
、
両

者
の
相
違
（
9
ω
冨
葺
馨
）
な
い
し
差
異
（
＜
①
「
ω
。
三
Φ
ユ
Φ
弓
窪
）
の
み
が
問

題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
ω
．
㎝
o
。
）
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
旧
来
の
基
本

的
諸
概
念
は
変
更
を
受
け
、
法
命
題
は
「
相
対
化
」
さ
れ
、
規
範
論
理
学

が
放
棄
さ
れ
た
。
当
初
否
定
さ
れ
て
い
た
法
規
範
の
「
命
法
」
的
性
格
が

承
認
さ
れ
、
「
意
欲
な
く
し
て
当
為
な
し
、
命
法
な
く
し
て
規
範
な
し
」
と

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
規
範
的
」
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
仮
言
判
断
に

は
記
述
機
能
が
与
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
論
理
学
の
規
範
的
性
格
を
否
定
し

た
結
果
、
法
命
題
に
お
け
る
「
規
範
経
済
」
原
理
か
ら
理
論
上
の
基
本
的

前
提
が
奪
わ
れ
た
（
ω
．
⊂
D
ら
h
｛
．
）
。

　
後
述
（
ω
」
卜
○
α
）
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
概
念
の
変
遷
の
原
因
と
な
っ

た
の
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
我
流
の
科
学
理
論
・
認
識
理
論
的
決
定
に
固
執
し

　
　
　
　
　
ヨ
　

た
こ
と
に
あ
る
。

　
第
三
章
「
純
粋
法
学
の
諸
基
本
概
念
と
方
法
論
上
の
諸
前
提
（
Ω
円
§
阜

げ
①
α
q
ユ
自
。
　
ロ
コ
島
　
≡
9
7
0
鳥
。
一
〇
α
q
一
。
。
6
＝
①
　
＜
o
冨
ロ
。
ゆ
ω
9
国
犀
5
0
q
o
＝
　
畠
①
『

胃
。
ぎ
①
コ
胃
。
島
8
冨
ぼ
。
）
」
に
お
い
て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
純
粋
法
学
を
支

え
る
諸
基
本
概
念
と
方
法
論
上
の
諸
前
提
に
批
判
の
眼
が
向
け
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
の
諸
基
本
的
概
念
の
形
式
性
ゆ
え
の
恣
意

性
が
批
判
さ
れ
る
。
「
当
為
」
、
「
法
命
題
」
、
「
法
規
範
」
、
「
規
範
」
、

「
（
法
）
規
範
の
段
階
構
造
」
、
「
根
本
規
範
」
、
「
法
の
統
一
性
」
、
方
法
の

「
純
粋
性
」
、
実
定
法
の
「
規
範
」
記
述
的
理
論
と
し
て
の
法
理
論
の
コ

般
性
」
と
い
う
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
理
論
の
基
本
的
諸
概
念
は
、
「
規
範
的
」
仮

言
「
判
断
」
の
形
式
論
理
的
形
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
法
命
題
の
観
念
に

遡
る
（
ω
．
ざ
騰
ご
。
そ
こ
で
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
帰
属
（
N
仁
「
Φ
唱
法
コ
α
q
）

と
い
う
法
法
則
（
勾
8
窪
ω
α
q
Φ
ω
Φ
9
）
を
認
識
原
理
と
し
て
意
識
的
に
抽
象

し
、
規
範
的
に
形
式
化
さ
れ
た
法
法
則
を
自
然
法
則
の
表
現
と
し
て
の
因

果
性
（
囚
P
¢
ω
P
一
一
け
点
け
）
に
対
置
し
て
、
自
然
法
則
に
お
け
る
原
因
と
結
果
が

必
然
的
即
ち
機
械
的
関
係
に
あ
る
の
と
異
な
り
、
法
法
則
に
お
け
る
法
的
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紹介

効
果
は
法
的
要
件
に
「
単
に
論
理
的
に
の
み
帰
属
さ
れ
る
」
も
の
と
し
て
、

法
法
則
を
形
式
論
理
的
か
つ
「
規
範
的
」
に
解
し
た
（
ψ
謡
ご
。
こ
こ
で

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
「
形
式
論
理
へ
の
強
固
な
拘
束
」
ゆ
え
に
、
法
に
従
っ
た
因

果
性
と
目
的
性
（
↓
Φ
一
Φ
。
δ
α
q
凶
①
）
1
法
的
要
件
と
い
う
一
つ
の
可
能
な

存
在
と
法
的
効
果
と
い
う
も
う
一
つ
の
可
能
な
存
在
と
の
間
の
目
的
機
能

的
結
合
関
係
1
を
法
の
考
察
か
ら
排
除
、
法
法
則
を
「
規
範
的
」
形
式

論
理
的
言
明
に
「
還
元
」
し
た
（
ω
．
Q
。
囲
い
）
。
そ
れ
は
、
存
在
を
排
除
し
、

法
と
国
家
に
関
す
る
全
て
の
概
念
を
仮
言
判
断
の
強
制
規
範
の
定
式
へ
押

し
込
め
る
。
か
よ
う
な
定
式
の
実
定
法
へ
の
適
用
は
、
国
家
と
法
の
同
一

視
の
如
き
大
い
な
る
恣
意
性
を
生
む
（
ω
・
。
。
ω
）
。
ま
た
、
「
憲
法
に
拘
束
さ

れ
た
民
主
的
立
法
・
法
治
国
家
」
に
仕
え
る
、
「
純
粋
法
学
の
体
系
中
最

も
価
値
あ
る
」
法
の
段
階
理
論
に
し
て
も
、
法
の
内
容
な
か
ん
ず
く
法
に

内
在
す
る
客
観
的
目
的
と
価
値
へ
の
国
家
機
関
の
拘
束
を
な
お
ざ
り
に
す

る
（
ω
．
。
。
①
ご
。
結
局
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
の
基
本
的
諸
概
念
は
、
「
例
外
な

く
、
対
象
と
結
び
付
い
た
抽
象
的
概
念
で
は
な
く
、
恣
意
的
に
構
成
さ
れ

た
思
考
形
式
」
を
示
す
。
彼
は
、
「
最
初
に
美
学
を
書
き
そ
れ
に
従
っ
て
作

品
を
書
く
作
家
」
の
如
く
、
概
念
的
道
具
主
義
を
生
み
出
し
そ
れ
に
従
っ

て
対
象
を
構
想
し
た
。
そ
の
理
論
は
、
内
的
整
合
性
は
欠
か
ぬ
が
対
象
へ

の
適
合
性
と
内
容
考
察
の
た
め
の
概
念
を
欠
く
。
純
粋
法
学
は
、
「
法
理

論
（
刀
Φ
0
7
け
ω
一
Φ
げ
「
Φ
）
で
は
な
く
特
殊
な
法
科
学
理
論
（
ヵ
①
。
葺
ω
≦
圏
ω
ω
Φ
亭

。。

n
高
齢
一
Φ
ぼ
Φ
）
」
、
「
罪
な
き
法
理
論
（
勾
の
O
『
け
ω
け
ゴ
Φ
O
「
凶
Φ
　
0
7
『
圃
①
カ
Φ
O
ゴ
け
）
」

　
　
　
　

で
あ
る
（
ψ
。
。
。
。
ご
。

　
次
い
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
方
法
論
の
非
動
態
性
が
批
判
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
ソ

ク
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
科
学
の
事
前
決
定
と
概
念
形
成
は
、
個
別
科
学
的

実
証
主
義
司
法
理
論
に
と
っ
て
、
そ
の
確
証
を
対
象
の
中
に
見
出
す
限
り

に
お
い
て
の
み
正
当
で
あ
り
正
当
化
さ
れ
る
」
。
そ
し
て
法
理
論
の
対
象

は
、
所
与
の
、
妥
当
し
て
い
る
実
定
法
で
あ
り
、
そ
の
形
式
と
内
容
の
実

定
性
で
あ
り
、
形
式
論
理
で
も
文
法
で
も
な
い
。
形
式
論
理
と
文
法
は
、

「
対
象
と
結
び
付
い
た
思
考
の
手
段
」
で
あ
り
、
「
法
及
び
法
的
思
考
に
お

い
て
、
そ
の
他
に
対
象
へ
の
適
用
に
お
い
て
も
思
考
補
助
的
機
能
し
か
持

た
な
い
」
（
ω
．
㊤
一
h
・
）
。
こ
れ
に
対
し
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
「
方
で
、
単
に
思
考
さ

れ
た
実
定
法
の
生
産
根
拠
（
即
N
2
σ
Q
§
α
q
ω
α
Q
≡
巳
）
と
し
て
の
根
本
規
範

に
よ
っ
て
、
「
法
秩
序
の
妥
当
性
と
統
一
性
」
を
基
礎
づ
け
、
他
方
、
思
考

さ
れ
た
法
理
論
上
の
根
本
規
範
に
よ
っ
て
、
「
純
粋
に
規
範
的
で
一
元
的

な
法
理
論
を
進
め
る
可
能
性
」
を
得
、
そ
の
結
果
、
法
は
「
法
と
し
て
の

み
、
即
ち
、
規
範
、
当
為
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
得
る
。
何
ら
か
の
対
象

を
法
学
的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
れ
を
法
と
し
て
の
み
捉
え
得

る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
根
本
規
範
か
ら
法
の
最
終
的
な
実
行
行

為
に
至
る
ま
で
法
体
系
は
完
結
せ
る
規
範
体
系
と
な
り
、
一
切
の
事
実
は

そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
「
純
粋
に
規
範
的
な
方
法
が
法
律

学
的
方
法
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
の
み
、
社
会
学
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
、
神
学
、
倫
理
学
、
形
而
上
学
抜
き
で
純
粋
法
学
を
進
め
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
ケ
ル
ゼ
ン
の
観
念
」
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る

（
ω
b
幽
｛
h
・
）
。
し
か
し
、
当
為
は
当
為
か
ら
単
に
論
理
的
に
「
演
繹
」
さ
れ

得
ず
、
動
態
的
法
理
論
は
法
規
範
の
段
階
構
造
の
単
な
る
形
式
論
理
的
構

造
理
論
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
、
不
可
避
的
に
機
能
論
、
即
ち
、
理
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念
態
及
び
現
実
態
と
し
て
の
法
の
構
造
・
機
能
・
意
図
・
目
的
・
究
極
目

的
・
存
在
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
法
的
に
有
意
な
行
為
、
法
的
行
為
と
そ

の
目
的
・
手
段
の
互
い
の
連
関
の
理
論
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
法
の
動
態

性
は
、
規
範
的
に
考
え
ら
れ
た
具
体
化
条
件
の
中
に
で
は
な
く
、
こ
れ
ら

現
実
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
中
に
あ
る
（
ω
．
⑩
㊤
じ
。
実
定
法
は
、
規
範
・
当
為

で
あ
る
が
そ
れ
に
尽
き
ず
、
社
会
の
現
実
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
部
分
で
あ

り
、
社
会
の
現
実
に
関
わ
り
、
そ
れ
自
体
存
在
で
あ
り
、
社
会
の
現
実
に

支
え
ら
れ
、
当
為
に
よ
っ
て
限
界
・
刻
印
づ
け
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
そ
の

適
合
と
実
現
を
得
る
た
め
に
社
会
の
現
実
に
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
中
に
、

「
法
の
意
図
性
（
一
コ
け
Φ
コ
一
一
〇
コ
P
一
詳
高
塀
）
と
目
的
性
（
局
四
目
ぎ
讐
）
」
が
見
出
さ

れ
る
（
ω
．
一
2
）
。
従
っ
て
、
「
経
験
的
社
会
科
学
の
対
象
と
し
て
の
実
定

法
」
は
、
「
単
な
る
存
在
で
も
純
粋
な
当
為
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
存
在
か

つ
当
為
、
当
在
（
ω
①
ヨ
ω
o
一
一
窪
）
か
つ
当
為
存
在
（
O
Φ
ω
。
一
一
⑦
①
ぎ
）
、
意
欲
か

つ
意
欲
さ
れ
た
も
の
、
理
念
的
か
つ
現
実
社
会
的
、
潜
在
的
か
つ
現
存
的
、

条
件
的
か
つ
無
条
件
的
で
あ
る
。
法
は
、
特
殊
な
統
一
に
お
け
る
内
容
と

形
式
で
あ
る
」
（
ω
」
O
卜
。
）
。

　
第
四
章
「
認
識
理
論
上
の
諸
基
礎
（
】
）
δ
①
箋
注
三
三
ω
昏
8
「
①
け
陣
9
冨
＝

Ω
≡
巳
冨
o
q
①
＝
）
」
に
お
い
て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
認
識
理
論
上
の
基
礎
に
対

し
批
判
が
加
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
根
本
規
範
を
カ
ン
ト
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
意
味
で
解
す
る
点
、
批
判
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、

ア
プ
リ
オ
リ
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
、
「
抽
象
的
表
象
、
最
も
一
般
的
な
一

般
性
の
先
験
論
理
的
概
念
、
具
体
的
に
特
定
の
内
容
を
持
た
ぬ
思
考
形
式
、

即
ち
、
な
か
ん
ず
く
対
象
と
結
び
付
い
た
特
定
の
経
験
の
要
素
を
持
た
ぬ

思
考
形
式
」
で
あ
り
、
「
経
験
の
全
て
の
対
象
を
、
ゆ
え
に
経
験
可
能
な
対

象
に
関
す
る
全
て
の
科
学
を
超
越
す
る
も
の
」
、
「
純
粋
な
概
念
、
な
か
ん

ず
く
経
験
に
由
来
す
る
対
象
の
直
観
に
関
す
る
思
考
形
式
」
で
あ
る
（
ω
．

一
〇
α
）
。
こ
れ
に
対
し
ケ
ル
ゼ
ン
の
根
本
規
範
は
、
現
行
法
の
構
成
部
分
で

は
な
い
か
ら
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
概
念
で
な
く
、
ま
た
、
特
定
の
対
象
に

向
け
ら
れ
、
特
定
の
規
範
的
内
容
一
「
汝
」
つ
の
特
定
の
実
効
的
憲
法
、

或
い
は
承
認
さ
れ
た
（
歴
史
的
に
最
初
の
）
憲
法
制
定
者
に
従
う
べ
し
」

一
を
有
し
、
経
験
的
な
も
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
「
最
も
一
般
的
な
｝
般

性
の
性
格
」
を
持
た
ぬ
か
ら
ア
プ
リ
オ
リ
な
概
念
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、

「
実
定
法
の
規
範
性
と
統
一
性
の
認
識
の
目
的
の
た
め
に
の
み
考
え
ら
れ
、

一
つ
の
特
定
の
法
秩
序
の
最
上
級
の
法
規
範
の
機
能
を
果
た
す
」
も
の
で

あ
り
、
「
現
実
の
（
対
象
と
結
び
付
い
た
）
対
応
も
な
く
、
先
験
論
理
的
に

ア
プ
リ
オ
リ
な
（
認
識
論
上
の
）
性
格
も
な
い
、
恣
意
的
に
構
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
ア
　

観
念
」
に
す
ぎ
な
い
（
ω
．
一
〇
『
ご
。

　
第
二
に
、
因
果
性
と
帰
属
性
と
の
対
置
が
批
判
さ
れ
る
。
両
者
の
対
置

は
、
存
在
と
当
為
、
現
実
と
意
味
、
目
的
と
価
値
、
法
及
び
法
学
に
お
け

る
現
実
態
と
理
念
態
の
分
離
の
観
念
に
由
る
（
ω
」
一
一
）
。
し
か
し
、
存
在

と
当
為
の
分
離
は
、
純
粋
直
観
に
由
来
す
る
基
本
的
思
考
形
式
に
は
妥
当

す
る
が
、
経
験
に
結
び
付
け
ら
れ
た
内
容
に
は
必
ず
し
も
妥
当
し
な
い
。

「
A
な
ら
ば
B
た
る
べ
し
（
≦
Φ
暮
♪
α
§
コ
。
・
o
＝
b
d
）
」
は
、
正
確
に
は
、

「
A
［
が
あ
る
］
な
ら
ば
B
［
が
あ
る
］
べ
し
（
≦
①
巷
〉
冨
二
矯
9
暮
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紹介

ω
o
＝
b
u
［
ω
①
一
三
）
」
と
い
う
言
明
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
当
番
（
ω
Φ
ぎ
ω
。
一
一
Φ
コ
）

を
当
為
存
在
（
（
甲
Φ
ω
O
＝
θ
o
o
①
一
コ
）
に
す
る
、
法
の
具
体
化
の
現
実
の
行
為
が

必
要
で
あ
る
（
ω
ヒ
ω
じ
。
カ
ン
ト
の
先
験
論
理
を
援
用
す
る
も
、
「
カ
ン

ト
の
先
験
論
理
が
経
験
の
論
理
で
あ
り
、
そ
の
経
験
の
対
象
へ
の
基
本
的

志
向
性
に
お
い
て
形
式
論
理
を
越
え
認
識
論
的
に
高
め
ら
れ
て
い
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
こ
と
」
を
無
視
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
は
、
方
法
論
的
に
の
み
な
ら
ず

認
識
論
的
に
も
形
式
的
仮
定
の
下
に
あ
る
（
ω
」
ま
）
。
そ
れ
は
、
概
念
形

成
に
お
い
て
、
現
実
社
会
的
所
与
に
お
け
る
実
定
法
と
い
う
対
象
を
無
視

す
る
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
れ
ぽ
、
科
学
は
、
「
認
識
の
前
提
の
み
な
ら

ず
、
科
学
的
考
察
に
予
め
与
え
ら
れ
る
対
象
た
る
『
実
定
法
』
を
認
識
適

合
的
に
捉
え
理
解
し
得
る
助
け
と
な
る
の
に
適
す
る
思
考
方
法
、
思
考
手

続
、
思
考
手
段
を
要
す
る
」
が
、
ケ
ル
ゼ
ソ
は
、
単
に
科
学
理
論
上
思
考

さ
れ
た
因
果
科
学
と
規
範
科
学
と
の
二
元
論
を
単
純
に
無
批
判
に
採
用
、

「
あ
ら
ゆ
る
科
学
的
方
法
は
、
自
然
科
学
の
領
域
に
属
す
る
か
精
神
科
学

の
領
域
に
属
す
る
か
に
関
わ
り
な
く
、
『
道
具
（
≦
Φ
蒔
N
①
仁
α
q
）
』
と
し
て
規

範
的
性
格
を
持
ち
、
従
っ
て
、
諸
対
象
の
規
範
的
性
格
か
ら
区
別
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
無
視
し
た
ま
ま
に
し
た
」
（
ω
」
一
g
。
h
・
）
。
こ
う
し

て
ケ
ル
ゼ
ン
は
直
観
に
由
来
す
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
思
考
形
式
を
、
互
い
に

分
離
し
、
互
い
に
結
び
付
か
ぬ
も
の
と
考
え
た
の
で
、
法
と
現
実
を
互
い

に
分
離
す
る
必
要
が
あ
っ
た
（
ω
．
＝
q
⊃
）
。

　
第
三
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
認
識
理
論
上
の
誤
り
は
、
本
来
単
に
認
識
を
支

え
る
性
格
し
か
持
た
ぬ
一
般
的
な
形
式
論
理
的
思
考
方
法
・
形
式
か
ら

「
実
定
法
」
と
い
う
対
象
及
び
そ
の
考
察
に
関
す
る
方
法
論
上
の
規
範
的

帰
結
を
導
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ケ
ル
ゼ

ン
は
「
自
然
自
体
の
因
果
的
存
在
」
の
み
を
扱
っ
た
た
め
に
、
「
多
様
な
態

様
の
存
在
と
当
為
を
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
に
そ
し
て
同
じ
く
表
象
さ
れ
た
思

考
の
現
実
態
に
お
い
て
、
法
学
的
対
象
認
識
に
お
い
て
は
異
な
っ
て
い
る

と
し
て
も
不
可
避
的
に
互
い
に
結
び
付
い
て
い
る
も
の
と
考
え
る
途
を
、

そ
し
て
文
化
の
世
界
に
お
け
る
法
の
中
の
及
び
法
の
客
観
的
か
つ
客
観
化

さ
れ
た
目
的
を
認
識
す
る
途
を
妨
げ
ら
れ
た
」
（
ω
・
這
N
じ
。
こ
の
点
、
先

験
論
理
的
次
元
と
対
象
に
関
す
る
観
念
と
い
う
経
験
の
次
元
と
を
互
い
に

混
同
し
、
純
粋
直
観
に
由
来
す
る
思
考
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
形
式
と
思
考
を

形
式
論
理
の
中
で
解
体
し
認
識
の
対
象
と
同
一
視
す
る
1
存
在
の
ア
プ

リ
オ
リ
な
思
考
形
式
と
自
然
の
機
械
的
に
理
解
さ
れ
た
「
因
果
性
」
と
を
、

並
び
に
、
当
為
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
思
考
形
式
と
実
定
法
及
び
道
徳
の
規
範

秩
序
の
単
に
形
式
論
理
的
に
解
さ
れ
た
「
帰
属
」
と
を
一
こ
と
に
こ
そ
、

「
ケ
ル
ゼ
ン
の
最
も
重
大
な
誤
り
」
が
あ
る
。
「
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
純
粋
な
直

観
に
由
来
す
る
思
考
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
形
式
を
互
い
に
分
離
し
た
の
で
、

ま
さ
し
く
『
実
定
法
』
と
い
う
複
合
的
な
対
象
を
純
粋
な
当
為
の
領
域
と

純
粋
な
存
在
の
領
域
と
に
分
割
す
る
こ
と
に
必
然
的
に
至
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
」
（
ψ
一
ト
○
ω
）
。
か
よ
う
な
「
我
流
」
の
「
形
式
論
理
的
教
条
主
義
」

が
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
「
命
取
り
」
に
な
っ
た
（
の
」
卜
Q
窃
｛
・
）
。

　
最
後
に
存
在
・
当
為
の
分
離
が
批
判
が
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
！
に
よ

れ
ぽ
、
存
在
と
当
為
は
、
法
に
お
い
て
も
、
法
学
に
お
い
て
も
、
他
の
経

験
社
会
科
学
に
お
い
て
も
、
道
徳
学
に
お
い
て
も
、
自
然
科
学
に
お
い
て

も
、
認
識
論
に
お
い
て
も
、
分
離
さ
れ
得
な
い
。
両
者
は
と
も
に
純
粋
直
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法理論と認識論（苗村）

観
に
由
来
す
る
同
価
値
の
思
考
形
式
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ラ
ン
ク
の
ア
プ
リ

オ
リ
な
概
念
で
あ
り
、
ア
プ
リ
オ
リ
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
に
の
み
本
質
上
互

い
に
異
な
る
（
ω
●
冨
①
じ
。
カ
ン
ト
は
、
自
然
科
学
に
お
け
る
因
果
性
と

形
式
論
理
的
意
味
の
帰
属
を
対
置
さ
せ
ず
、
唯
一
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
思
考

形
式
の
適
用
の
表
現
に
す
ぎ
ぬ
二
つ
の
因
果
性
－
「
自
然
に
従
っ
た
因

果
性
」
と
「
自
由
に
由
来
す
る
因
果
性
」
1
を
問
題
と
す
る
。
こ
こ
で
、

「
因
果
性
」
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
「
経
験
に
由
来
す
る
直
観
に
関
す
る
一

般
的
で
ア
プ
リ
オ
リ
な
思
考
形
式
」
を
意
味
し
、
自
然
の
単
な
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
な
い
し
機
械
的
自
動
作
用
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
れ

は
、
「
原
因
と
結
果
と
の
、
要
件
と
効
果
と
の
、
も
し
く
は
手
段
と
目
的
と

の
知
覚
可
能
な
関
連
に
つ
い
て
の
対
象
と
結
び
付
い
た
全
て
の
理
論
的
観

念
に
先
行
す
る
」
（
ω
．
一
ω
O
｛
ご
。
こ
れ
に
対
し
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
カ
ン
ト
の

先
験
論
理
に
代
え
、
疑
わ
し
い
「
我
流
」
の
形
式
論
理
を
用
い
、
か
よ
う

に
「
単
に
構
成
さ
れ
た
、
経
験
か
ら
離
れ
て
規
範
的
に
構
想
さ
れ
た
論
理

は
、
対
象
と
結
び
付
い
た
法
理
論
の
認
識
の
必
要
性
に
適
合
し
な
い
」

（
ω
」
ω
O
）
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
概
念
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
関

す
る
わ
れ
わ
れ
の
思
考
の
構
成
的
意
義
は
、
経
験
に
由
来
す
る
わ
れ
わ
れ

の
直
観
の
対
象
に
は
同
じ
よ
う
に
は
妥
当
せ
ず
、
単
に
直
観
・
思
考
形
式

の
み
が
概
念
上
「
生
産
」
さ
れ
、
対
象
は
「
生
産
」
さ
れ
な
い
。
ま
た
直

観
・
思
考
形
式
も
、
対
象
と
結
び
付
い
た
思
考
に
お
け
る
確
証
（
o
コ
Φ
－

≦
聾
「
琶
σ
q
）
を
要
す
る
。
こ
れ
に
反
し
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
形
式
論
理
の
み
を

顧
慮
し
、
対
象
と
結
び
付
い
た
思
考
の
た
め
の
カ
ン
ト
の
先
験
論
理
学
の

意
義
を
無
視
し
、
当
為
を
純
粋
直
観
に
由
来
す
る
思
考
形
式
と
し
て
解
さ

ず
、
形
式
論
理
的
に
構
想
さ
れ
た
法
命
題
に
お
け
る
連
辞
の
論
理
的
及
び

文
法
的
機
能
に
「
還
元
」
す
る
。
「
い
わ
ゆ
る
実
証
的
法
理
論
の
た
め
の
彼

の
理
論
的
諸
原
則
の
こ
の
完
全
に
反
経
験
的
な
観
念
は
、
初
め
か
ら
失
敗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
運
命
に
あ
っ
た
」
（
ω
」
ω
①
ご
。

　
第
五
章
「
実
定
法
の
科
学
と
し
て
の
『
純
粋
』
も
し
く
は
『
［
般
』
法
学

（
O
一
〇
．
、
『
①
一
＝
①
．
、
〇
二
〇
「
．
．
9
。
一
一
α
q
①
§
①
ぎ
①
、
．
国
g
＝
8
一
①
ぼ
①
巴
ω
≦
一
ω
ω
窪
－

8
『
暫
辛
く
。
∋
o
o
。
。
吝
く
㊦
＝
国
。
。
三
）
」
に
お
い
て
は
、
純
粋
法
学
の
対
象
、

対
象
の
科
学
、
方
法
、
認
識
理
論
上
の
諸
前
提
に
対
し
、
体
系
内
在
的
批

判
と
体
系
超
越
的
批
判
が
加
え
ら
れ
る
。

　
第
「
に
、
純
粋
法
学
の
対
象
が
批
判
さ
れ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
っ
て
、

実
定
法
は
、
規
範
と
当
為
に
形
式
的
に
限
定
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
実

定
法
」
と
は
、
思
考
さ
れ
た
秩
序
構
造
、
規
範
体
系
、
純
粋
な
当
為
で
あ

り
、
概
念
上
有
意
味
な
文
化
社
会
的
現
実
態
で
な
く
、
単
に
思
考
さ
れ
た

規
範
形
式
的
理
念
態
で
あ
る
。
か
よ
う
な
対
象
観
念
は
不
適
切
か
つ
問
題

だ
が
、
存
在
と
当
為
が
分
離
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
限
り
で
首
尾
「

鼓
す
る
。
し
か
し
対
象
考
察
に
お
け
る
存
在
と
当
為
の
結
び
付
け
の
必
要

性
に
直
面
す
れ
ば
維
持
し
得
ぬ
こ
と
が
判
明
す
る
（
ω
」
と
｛
ご
。

　
第
二
に
、
純
粋
法
学
と
い
う
科
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
批
判
が
な
さ

れ
る
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
純
粋
法
学
は
、
「
文
化
社
会
的
に
実
存

す
る
対
象
と
し
て
の
法
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
で
は
な
く
、
「
純
粋
な

法
認
識
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
べ
く
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

「
純
粋
な
」
理
論
で
あ
る
の
は
、
彼
に
よ
っ
て
「
確
実
に
」
法
と
し
て
規
定
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さ
れ
る
対
象
に
属
さ
ぬ
も
の
を
考
察
か
ら
排
除
す
る
、
つ
ま
り
「
法
命

題
」
と
名
付
け
ら
れ
た
「
規
範
的
」
仮
言
「
判
断
」
と
い
う
形
式
論
理
的

手
段
を
も
っ
て
、
「
い
わ
ば
法
を
外
部
か
ら
認
識
適
合
的
に
規
定
し
、
そ

の
認
識
に
基
づ
い
て
記
述
す
る
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
独
自
の
実
証

性
を
有
す
る
形
式
的
科
学
」
で
あ
っ
て
、
「
単
な
る
形
式
的
規
範
論
に
す

ぎ
ず
一
般
的
法
理
論
で
は
な
い
」
（
ω
・
一
ホ
h
ご
。

　
第
三
に
、
純
粋
法
学
の
「
規
範
科
学
」
的
性
格
に
つ
い
て
の
批
判
が
な

さ
れ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
い
て
法
科
学
は
、
「
単
な
る
規
範
を
対
象
に
持

ち
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
『
生
産
』
さ
れ
た
規
範
科
学
、
当
為
科
学
で
の
み

あ
り
得
る
」
。
そ
の
認
識
理
論
上
の
思
考
・
解
釈
形
式
は
、
「
不
法
が
生
じ

た
な
ら
ば
不
法
効
果
が
生
ず
る
『
べ
し
』
」
と
い
う
、
そ
の
基
本
的
定
式
に

お
け
る
法
命
題
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
、
帰
属
と
い
う
形
式
論
理
的
原
理

で
あ
る
。
純
粋
法
学
は
、
法
科
学
自
体
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
規
範
の
み

を
対
象
と
し
て
持
ち
、
そ
の
方
法
は
「
純
粋
な
規
範
的
方
法
」
で
あ
る
が
、

ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
法
科
学
は
、
「
法
規
範
の
当
為
の
形
式
の
み

を
対
象
に
有
す
る
純
粋
な
当
為
科
学
」
と
は
異
な
る
。
法
は
、
「
第
一
に
、

事
実
及
び
意
味
、
社
会
文
化
的
行
為
世
界
に
お
い
て
生
産
さ
れ
意
欲
に
担

わ
れ
た
当
為
か
つ
存
在
」
で
あ
り
、
「
本
質
上
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
に
異
な
る

も
の
の
不
可
分
な
統
一
体
に
お
け
る
形
式
と
内
容
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

法
科
学
は
、
事
実
上
生
産
さ
れ
、
拘
束
力
あ
る
規
範
的
意
味
内
容
を
有
し
、

実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
実
現
さ
れ
て
い
る
法
の
成
文
を
対
象
に
持
つ
経

験
的
社
会
科
学
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
法
科
学
の
み
が
個
別
科
学
実
証
的

な
も
の
で
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
意
思
行
為
、
法
生
産
、

法
適
用
、
法
侵
害
の
事
実
は
法
理
論
的
法
概
念
の
外
に
、

粋
法
学
の
本
来
的
対
象
の
外
に
置
く
（
ω
・
ま
O
｛
ご
。

そ
れ
ゆ
え
、
純

　
第
六
章
「
法
理
論
に
対
す
る
認
識
論
上
の
方
向
づ
け
（
国
美
。
＝
暮
三
甲

葺
①
o
「
9
冨
。
＝
o
O
ユ
①
5
二
零
ロ
＝
o
q
o
5
二
毛
色
①
国
o
o
7
驚
嘆
①
o
ユ
。
）
」
に
お
い

て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
、
形
式
的
「
自
然
法
則
」
と
形
式
的
「
法
法
則
」
と

の
二
元
論
の
意
義
と
使
用
可
能
性
に
つ
い
て
の
分
析
が
、
カ
ン
ト
を
援
用

し
つ
つ
な
さ
れ
る
。

　
カ
ン
ト
は
、
形
式
論
理
も
し
く
は
基
本
的
論
理
と
先
験
論
理
と
を
、
純

粋
直
観
に
由
来
す
る
思
考
形
式
と
思
考
の
純
粋
な
形
式
と
を
、
純
粋
悟
性

概
念
と
純
粋
理
性
概
念
と
を
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
た
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
れ

に
従
わ
ず
、
そ
の
結
果
、
「
法
の
言
語
的
現
象
形
態
の
中
に
社
会
の
存
在

事
象
と
存
在
状
態
に
関
す
る
条
件
的
言
明
連
関
を
認
識
す
る
代
わ
り
に
、

形
式
論
理
的
な
『
規
範
的
』
仮
言
『
判
断
』
の
連
辞
へ
当
為
を
固
定
す
る

と
い
う
誤
り
に
陥
っ
た
」
（
ω
●
一
思
じ
。
し
か
る
に
、
「
自
然
法
則
」
と
「
法
法

則
」
の
「
対
立
」
も
し
く
は
「
区
別
」
の
解
明
の
た
め
に
は
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
判
断
の
区
別
と
分
析
、
直
観
に
由
来
す
る
思
考
形
式
と
悟
性
及
び

理
性
の
純
粋
な
思
考
形
式
の
区
別
と
分
析
が
、
両
者
の
結
合
（
綜
合
）
に

つ
い
て
と
同
様
、
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
純
粋
直
観
の
ア
プ
リ
オ
リ
な

レ
ベ
ル
と
純
粋
な
思
考
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
レ
ベ
ル
は
、
基
本
的
及
び
形
式

論
理
と
い
う
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
レ
ベ
ル
に
従
属
す
る
レ
ベ
ル
か
ら
と
同
様
、

対
象
と
結
び
付
い
た
思
考
（
自
然
科
学
、
法
科
学
）
の
ヨ
リ
一
層
具
体
的

で
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
レ
ベ
ル
か
ら
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
験
論
理
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の
認
識
理
論
レ
ベ
ル
に
は
概
念
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
及
び
判
断
と
し
て
の
因

果
性
と
い
う
唯
一
の
基
本
形
式
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
れ
は
、
そ
の
構
造
を
、

任
意
の
内
容
に
関
す
る
組
み
合
わ
さ
れ
た
言
明
の
条
件
的
連
続
形
式
と
し

て
、
分
節
さ
れ
た
形
態
に
お
け
る
仮
言
判
断
の
形
式
論
理
的
定
式
か
ら
得

る
（
ω
」
㎝
o
。
）
。
そ
し
て
、
単
な
る
形
式
的
依
存
関
係
と
し
て
の
「
A
な
ら

ば
B
」
と
い
う
仮
言
判
断
と
い
う
形
式
論
理
的
な
条
件
的
思
考
形
式
と
、

「
対
応
す
る
当
為
に
拘
束
さ
れ
た
存
在
が
時
間
と
空
間
の
中
で
存
在
し
た

な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
当
為
に
拘
束
さ
れ
た
存
在
が
時
間
と
空
間
の
中
で
生

ず
る
」
と
い
う
純
粋
直
観
に
由
来
す
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
思
考
形
式
と
の
結

び
付
け
に
よ
り
、
形
式
論
理
的
依
存
関
係
相
互
の
統
一
体
へ
と
互
い
に
結

び
付
け
ら
れ
る
二
つ
の
言
明
の
形
式
論
理
的
関
係
の
結
び
付
き
ば
、
先
験

論
理
的
帰
結
の
実
質
的
機
能
的
要
素
と
な
る
。
形
式
論
理
的
先
行
と
形
式

論
理
的
後
続
は
、
空
間
と
時
間
及
び
存
在
と
当
為
な
ど
に
関
す
る
純
粋
直

観
に
由
来
す
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
思
考
形
式
の
添
加
に
よ
っ
て
、
先
験
論
理

的
性
格
を
獲
得
す
る
（
ω
●
一
①
一
）
。

　
自
然
法
則
は
、
「
ア
．
ブ
リ
オ
リ
な
仮
言
判
断
の
応
用
形
式
」
で
あ
り
、

「
自
然
の
経
験
に
由
来
す
る
直
観
の
認
識
原
理
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

法
に
お
い
て
は
経
験
の
対
象
と
し
て
の
法
の
成
文
に
与
え
ら
れ
表
現
さ
れ

た
目
的
が
規
則
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
特
定
の
意
欲
に
担

わ
れ
当
為
に
拘
束
さ
れ
た
、
つ
ま
り
法
的
に
有
意
な
行
態
（
社
会
的
存
在

ω
o
N
一
二
Φ
ω
ω
Φ
一
コ
）
が
、
空
間
と
時
間
に
お
け
る
要
件
と
し
て
、
そ
れ
に
対
応

す
る
意
欲
に
担
わ
れ
当
為
に
拘
束
さ
れ
た
、
つ
ま
り
法
的
に
有
意
な
行
態

（
社
会
的
存
在
）
を
空
間
と
時
間
に
お
い
て
当
為
さ
れ
た
も
の
と
し
て
効

果
に
持
つ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
意
欲
に
担
わ
れ
当
為
に
拘

束
さ
れ
た
（
法
的
に
有
意
な
）
存
在
A
が
空
間
と
時
間
に
お
い
て
存
在
し

た
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
、
そ
れ
に
割
り
当
て
ら
れ
た
、
意
欲
に
担
わ
れ
当

為
に
拘
束
さ
れ
た
（
法
的
に
有
意
な
）
存
在
B
が
空
間
と
時
間
に
お
い
て

当
為
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
帰
結
す
る
、
或
い
は
、
そ
れ
に
割
り
当
て
ら

れ
た
、
意
欲
に
担
わ
れ
当
為
に
拘
束
さ
れ
た
（
法
的
に
有
意
な
）
存
在
B

が
当
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
仮
言
判
断
に
お
い
て
、
法
の
目
的

性
が
、
原
理
も
し
く
は
規
則
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
法
法
則
」

が
示
さ
れ
る
応
用
的
先
験
論
理
判
断
に
お
い
て
、
要
件
と
同
時
に
効
果
に

刻
印
を
押
し
、
法
の
特
殊
な
「
因
果
性
」
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
結
び
付
き

に
「
目
的
論
」
の
性
格
を
与
え
る
の
は
、
人
間
の
行
為
に
与
え
ら
れ
る
「
自

由
に
由
来
す
る
因
果
性
」
の
観
念
で
あ
る
（
ω
．
一
8
｛
ご
。

　
こ
の
よ
う
に
法
法
則
は
、
」
自
然
法
則
と
同
じ
く
、
充
足
理
由
律
の
表
現

と
し
て
の
因
果
性
の
、
一
般
的
で
先
験
論
理
的
で
ア
プ
リ
オ
リ
な
説
明
記

述
的
思
考
・
直
観
・
認
識
原
理
の
応
用
形
式
に
す
ぎ
ず
、
法
の
経
験
に
由

来
す
る
直
観
の
た
め
の
原
理
か
つ
思
考
形
式
で
あ
り
、
ま
た
ア
ポ
ス
テ
リ

オ
リ
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
（
ω
」
雪
じ
。
こ
の
点
、
「
ケ
ル
ゼ
ン
が
ア
プ

リ
オ
リ
な
思
考
レ
ベ
ル
を
、
形
式
論
理
的
思
考
次
元
及
び
同
様
に
ア
ポ
ス

テ
リ
オ
リ
な
思
考
レ
ベ
ル
に
、
認
識
理
論
的
及
び
論
理
的
に
是
認
で
き
な

い
仕
方
で
融
合
し
た
と
い
う
こ
と
が
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
。
「
A
な

ら
ば
B
た
る
べ
し
」
と
い
う
ケ
ル
ゼ
ン
の
「
規
範
的
」
仮
言
「
判
断
」
は
、

論
理
学
の
意
味
に
お
け
る
判
断
で
は
な
く
、
「
条
件
づ
け
ら
れ
た
規
範
に

関
す
る
或
い
は
仮
言
命
法
に
関
す
る
言
語
的
表
現
形
式
に
す
ぎ
な
い
」
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（
ω
≒
O
）
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
自
然
に
お
け
る
「
因
果
性
」
及
び

「
原
因
性
」
と
法
に
お
け
る
「
自
由
に
由
来
す
る
『
因
果
性
』
」
及
び
「
目

的
性
」
は
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
純
粋
な
性
格
を
持
た
ず
、
異
な
る
、
ア
プ
リ

オ
リ
な
因
果
性
原
理
の
適
用
の
、
異
な
る
、
類
比
的
な
形
式
で
あ
り
得
る

に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
「
経
験
に
由
来
す
る
わ
れ
わ
れ
の
直
観
の
多

種
多
様
で
経
験
可
能
な
諸
対
象
に
関
す
る
適
用
さ
れ
た
思
考
形
式
と
し
て

の
、
対
象
と
結
び
付
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
『
因
果
性
』
を
示
す
」

（
ω
」
コ
）
。
そ
し
て
、
「
仮
言
判
断
、
形
式
論
理
、
先
験
論
理
一
般
の
あ
ら

ゆ
る
形
式
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
思
考
の
諸
対
象
へ
の
そ
の
適
用
に
は
、

常
に
、
説
明
記
述
的
性
格
の
み
が
与
え
ら
れ
る
。
存
在
と
当
為
は
、
純
粋

直
観
に
由
来
す
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
思
考
形
式
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
諸
対

象
の
特
質
で
も
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
ら
は
、
常
に
、
形
式
の
内
容
で
も
あ

り
、
そ
れ
ら
の
形
式
の
規
定
根
拠
の
み
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
規
範
、
即
ち
、
存
在
に
拘
束
さ
れ
た
当
為
も
し
く
は
法
的

に
有
意
な
存
在
の
命
法
的
言
明
形
式
は
、
要
件
及
び
効
果
と
し
て
、
判
断

の
内
容
で
あ
る
」
。
そ
し
て
規
範
的
言
明
に
よ
る
説
明
的
「
記
述
」
は
説
明

機
能
を
果
た
し
得
ず
、
評
価
機
能
し
か
果
た
し
得
な
い
。
仮
言
判
断
の
条

件
も
結
果
も
同
様
に
、
法
論
理
的
に
は
、
そ
の
都
度
そ
れ
だ
け
で
命
法
の

規
範
的
表
現
形
式
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
説
明
的

仮
言
判
断
は
、
二
つ
の
規
範
的
言
明
の
目
的
の
統
一
体
と
し
て
さ
え
も
規

範
で
は
な
い
（
Q
o
」
鳶
）
。

　
か
よ
う
に
自
然
法
則
と
法
法
則
と
の
区
別
は
因
果
性
原
理
の
適
用
の
対

象
に
由
来
し
、
一
般
的
な
ア
プ
リ
オ
リ
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
思
考
形

式
の
本
質
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
。
両
者
の
差
異
は
、
形
式
に
で
は
な

く
内
容
に
あ
り
、
ゆ
え
に
、
仮
言
判
断
の
構
造
に
あ
る
の
で
は
な
い
一

そ
の
内
容
と
は
、
一
方
は
自
然
の
存
在
（
当
在
ω
Φ
一
蕊
。
＝
①
昌
）
、
他
方
は
法

の
（
文
化
の
）
存
在
（
当
在
ω
①
ぎ
ω
。
＝
Φ
コ
、
当
為
存
在
Ω
①
ω
o
一
一
び
Φ
一
日
）
、
ま

た
一
方
は
自
然
に
お
け
る
現
象
、
他
方
は
社
会
的
な
る
も
の
に
お
け
る
意

味
の
担
い
手
と
し
て
の
行
為
、
そ
し
て
、
一
方
は
思
考
の
対
象
、
他
方
は

端
的
な
及
び
そ
の
対
象
に
適
用
さ
れ
た
思
考
の
形
式
で
あ
る
（
ω
・
一
起
）
。

　
第
七
章
「
純
粋
法
学
の
幾
重
も
の
ジ
レ
ン
マ
（
0
9
。
。
・
崔
魯
鵬
碧
冨

　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヒ
ノ

O
一
一
〇
∋
∋
9
。
ユ
早
熟
。
ぎ
㊦
コ
閑
9
7
e
ω
一
①
『
冨
）
」
で
は
、
対
象
規
定
、
科
学
の

捉
え
方
、
方
法
論
的
方
向
性
の
実
体
化
、
と
い
う
多
く
の
面
で
、
「
ケ
ル
ゼ

ン
の
純
粋
法
学
が
幾
重
も
の
逃
れ
得
ぬ
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
」
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
に
お
け
る
意
欲
を
心
理
学
的
或
い
は
単
な

る
社
会
学
的
現
象
と
解
し
、
客
観
的
な
、
客
観
化
さ
れ
た
意
味
と
し
て
理

解
せ
ず
、
そ
し
て
当
為
を
、
一
方
で
説
明
記
述
的
に
説
明
・
描
写
し
、
他

方
そ
の
規
範
性
に
お
い
て
理
解
・
解
釈
・
説
明
・
提
示
す
る
た
め
に
、
内

容
的
に
先
験
論
理
的
に
捉
え
る
代
わ
り
に
、
単
に
形
式
論
理
的
に
の
み
捉

え
た
の
で
、
法
が
特
殊
な
意
味
内
容
と
意
味
連
関
の
複
合
体
で
あ
る
こ
と

を
理
解
で
き
ず
、
法
の
目
的
を
捉
え
得
な
か
っ
た
（
ω
」
ミ
ご
。
し
か
る

に
、
「
意
欲
と
当
為
は
同
様
に
法
に
内
在
的
で
、
客
観
的
か
つ
客
観
化
さ

れ
て
お
り
、
経
験
に
由
来
す
る
直
観
に
と
っ
て
到
達
可
能
で
、
存
在
に
拘

束
さ
れ
た
意
味
内
容
で
あ
る
」
。
「
経
験
的
に
み
れ
ば
、
法
は
、
共
同
体
に
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お
け
る
人
間
の
共
同
生
活
に
お
け
る
人
間
の
諸
行
態
に
関
す
る
指
令
の
意

味
構
造
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
特
別
な
目
的
と
特
別
な
意
味
内
容
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
ら
れ
、
特
別
な
社
会
的
遵
守
可
能
性
、
有
権
的
な
服
従
要
求
、

そ
の
実
効
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
。
従
っ
て
実
定
法
は
、
そ
の
意
図
と
目

的
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
経
験
的
に
捉
え
ら
れ
る
」
（
ω
」
。
。
O
）
。

　
第
二
に
、
実
定
法
は
法
学
に
と
っ
て
所
与
の
も
の
で
あ
り
、
法
学
は
、

「
実
定
法
が
い
か
に
あ
る
か
を
、
捉
え
、
記
述
し
、
認
識
し
、
理
解
し
、
説

明
し
、
提
示
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
か
ら
、
「
単
な
る
記
述
と
規
範
形
式

的
提
示
で
は
充
分
で
な
く
」
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
如
く
、
法
理
論
を
単
な
る
形

式
的
規
範
論
に
限
定
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
（
ω
．
一
。
。
一
）
。
純
粋
法
学
の

「
実
定
法
」
は
、
「
独
自
に
構
想
さ
れ
た
形
式
論
理
的
概
念
を
助
け
と
し
て

一
つ
の
体
系
と
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
」
（
ω
」
Q
◎
幽
）
。
し
か
し
実
定
法
は
考
察
す
る
者
に
と
っ
て
、
「
意
欲
と
当

為
の
、
現
実
に
実
存
す
る
、
文
化
的
な
、
言
語
で
捉
え
ら
れ
、
存
在
に
拘

束
さ
れ
た
有
意
味
な
も
の
」
と
映
る
。
従
っ
て
、
法
理
論
の
任
務
は
、
「
科

学
的
考
察
の
対
象
と
し
て
の
法
を
い
わ
ば
『
生
産
す
る
』
こ
と
」
で
な
く
、

「
思
考
補
助
手
段
」
、
及
び
、
「
対
象
に
適
し
、
適
合
し
、
適
切
で
あ
り
、
理

解
を
可
能
な
ら
し
め
る
思
考
の
手
段
も
し
く
は
方
法
を
見
出
す
こ
と
」
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
方
法
の
確
証
の
規
準
た
る
「
対
象
認
識
へ
の
そ
の
客

観
的
な
適
性
（
匹
σ
Q
⇒
巷
α
Q
）
」
は
、
「
経
験
の
対
象
の
中
に
存
す
る
、
意
欲
に

よ
っ
て
担
わ
れ
存
在
に
拘
束
さ
れ
た
当
為
の
客
観
性
及
び
そ
れ
に
適
合
す

る
真
理
性
と
い
う
規
準
に
よ
っ
て
、
並
び
に
、
認
識
理
論
上
基
礎
づ
け
ら

れ
る
適
切
な
方
法
論
上
の
手
段
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
」
（
ω
・
一
。
。
卜
。
ご
。

　
第
三
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
、
「
規
範
的
」
仮
言
「
判
断
」
を
形
式
論
理
的
言

明
に
格
下
げ
す
る
の
み
な
ら
ず
、
仮
言
判
断
の
規
範
的
言
明
の
両
つ
の
要

素
の
内
容
と
し
て
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
意
欲
に
支
え
ら
れ
存
在
に
拘
束
さ

れ
た
当
為
を
、
内
容
な
き
単
な
る
当
為
と
な
る
連
辞
に
集
約
し
て
い
る
点

が
批
判
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
仮
言
判
断
は
、
法
科
学
と

法
へ
の
適
用
に
お
い
て
は
、
意
欲
に
担
わ
れ
存
在
に
拘
束
さ
れ
た
当
為
言

明
か
ら
成
り
、
一
つ
の
目
的
論
的
統
一
体
に
結
び
付
け
ら
れ
た
説
明
記
述

的
全
体
言
明
で
あ
る
」
。
こ
こ
で
要
件
と
効
果
と
は
必
然
的
に
結
び
付
く

も
の
で
は
な
く
、
「
両
者
の
有
意
味
な
結
び
付
き
ば
、
仮
言
判
断
の
先
験

論
理
的
形
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
」
。
こ
の
仮
言
判
断
の
言
明
は
、
「
意
欲

に
担
わ
れ
当
為
に
拘
束
さ
れ
た
存
在
A
が
存
在
し
た
な
ら
ば
、
意
欲
に
担

わ
れ
当
為
に
拘
束
さ
れ
た
存
在
B
が
生
ず
る
べ
し
」
と
い
う
、
「
目
的
論

的
統
一
体
」
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
法
に
適
用
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
可
能

な
も
し
く
は
現
実
の
意
欲
に
担
わ
れ
当
為
に
拘
束
さ
れ
た
人
間
の
行
態
と

し
て
定
式
化
さ
れ
た
要
件
が
現
実
に
定
立
さ
れ
た
な
ら
ば
、
当
為
連
関
に

お
い
て
現
実
に
定
立
さ
れ
る
べ
き
存
在
が
、
現
実
に
当
為
に
拘
束
さ
れ
た

存
在
を
通
じ
て
、
存
在
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
当
為
と
な
る
と
い
う
、
同

じ
く
可
能
な
も
し
く
は
現
実
の
意
欲
に
よ
っ
て
担
わ
れ
当
為
に
拘
束
さ
れ

た
人
間
の
行
態
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
効
果
が
存
在
す
る
」
と
し
て
示
さ

れ
る
。
「
従
っ
て
、
法
へ
の
そ
の
適
用
に
お
い
て
は
、
仮
言
判
断
を
形
式
論

理
的
に
の
み
解
す
る
こ
と
は
充
分
で
な
く
、
そ
れ
は
ま
た
対
象
に
開
か
れ
、

そ
の
限
り
で
対
象
に
並
び
、
先
験
論
理
的
に
も
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
し
て
、
確
か
に
法
へ
の
適
用
に
お
い
て
は
さ
ら
に
法
理
論
的
に
も
考
え
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紹介

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
規
範
、
命
法
的
要
求
形
式
、

命
法
と
等
置
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
（
の
．
一
〇
。
①
h
．
）
。

　
第
四
に
、
「
人
を
殺
し
た
る
者
は
処
罰
さ
れ
る
べ
し
」
と
い
う
条
文
は
、

殺
人
の
禁
止
と
制
裁
の
命
令
の
二
つ
の
命
法
か
ら
成
る
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
が

後
者
に
の
み
「
規
範
的
」
仮
言
「
判
断
」
を
見
出
す
（
ψ
一
。
。
。
。
h
・
）
点
、
批

判
さ
れ
る
。
カ
ン
ト
に
従
っ
た
伝
統
的
法
理
論
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
命
法

は
、
法
の
中
で
特
殊
な
意
味
連
関
を
成
し
、
そ
の
結
び
付
き
に
お
い
て
、

法
の
中
の
先
行
と
後
続
と
の
、
機
能
目
的
的
・
当
為
被
拘
束
的
意
味
統
一

体
を
成
す
（
ω
・
一
。
。
㊤
）
。
仮
言
判
断
の
第
二
の
部
分
1
こ
の
例
で
は
制
裁

命
令
一
は
、
第
一
の
部
分
の
侵
害
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

法
に
お
い
て
は
、
「
一
つ
の
命
法
は
別
の
命
法
を
前
提
す
る
。
一
つ
の
命

法
は
別
の
命
法
の
目
的
論
的
効
果
（
結
果
）
で
あ
る
」
。
か
よ
う
に
二
つ
の

命
法
が
成
す
「
法
に
お
け
る
特
別
な
意
味
連
関
」
は
、
「
実
定
的
な
法
の
目

的
の
表
現
で
あ
る
。
即
ち
、
法
適
合
的
行
為
（
本
来
的
か
つ
肯
定
的
意
味

に
お
け
る
法
服
従
）
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
法
的
効
果
の
承
認

と
の
目
的
論
的
結
び
付
き
で
あ
る
」
（
ω
」
㊤
O
じ
。
従
っ
て
法
は
、
形
式
説

明
記
述
的
に
捉
え
ら
れ
形
式
規
範
的
に
示
さ
れ
る
制
裁
規
範
の
意
味
統
一

体
に
尽
き
ず
、
様
々
な
形
で
具
体
的
に
確
定
さ
れ
た
多
様
な
、
規
範
的
に

束
ね
ら
れ
た
可
能
な
現
実
の
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
た
、
「
も
し
一
な
ち

ぼ
」
関
係
の
巨
大
な
複
合
体
で
あ
る
。
こ
こ
で
否
定
的
法
目
的
と
し
て
の

制
裁
と
肯
定
的
法
目
的
は
共
に
法
の
効
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ケ
ル
ゼ

ン
の
い
わ
ゆ
る
制
裁
規
範
は
、
「
条
件
づ
け
ら
れ
た
命
法
の
形
態
に
お
け

る
、
否
定
的
な
、
大
抵
は
二
次
的
な
『
も
し
一
な
ら
ば
』
連
関
の
一
つ
の

実
定
法
的
形
式
に
す
ぎ
ず
、
仮
言
判
断
で
は
な
い
」
（
ω
」
鴇
ご
。

　
最
後
に
、
対
象
に
適
合
す
る
方
法
の
在
り
方
が
考
察
さ
れ
る
。
「
方
法

の
志
向
性
が
認
識
対
象
を
規
定
す
る
」
と
い
う
コ
ー
エ
ン
の
テ
ー
ゼ
は
、

科
学
的
認
識
は
、
経
験
に
向
け
ら
れ
そ
れ
に
仕
え
る
べ
き
で
あ
り
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

関
係
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
カ
ン
ト
の
見
解
に
遡
る
。
こ
こ
で
、
現
実
に

実
存
す
る
対
象
と
、
経
験
に
基
づ
く
対
象
に
関
す
る
直
観
に
お
い
て
科
学

に
よ
っ
て
概
念
的
に
構
想
さ
れ
た
対
象
と
い
う
二
つ
の
対
象
が
区
別
さ
れ

る
（
ω
．
一
㊤
㎝
ご
。
そ
し
て
経
験
志
向
的
思
考
に
お
い
て
対
象
の
ヨ
リ
一
層

首
尾
一
貫
し
た
真
の
概
念
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
こ
で
概
念
は
現
実
に
実
存

す
る
対
象
と
決
し
て
同
一
で
は
あ
り
得
ず
、
認
識
は
最
適
な
近
似
値
の
獲

得
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
科
学
は
、
認
識
努
力
の
前
進
の
要

求
に
直
面
す
る
。
思
考
の
方
法
は
、
認
識
論
・
科
学
理
論
的
に
批
判
的
に

選
択
（
構
成
）
さ
れ
経
験
の
対
象
に
適
合
し
て
い
れ
ば
、
認
識
促
進
的
と

な
る
が
、
そ
れ
が
恣
意
的
に
構
成
さ
れ
対
象
へ
の
適
合
性
を
欠
い
て
観
念

さ
れ
た
な
ら
ば
、
所
与
の
対
象
の
認
識
は
妨
げ
ら
れ
る
。
所
与
の
対
象
に

関
す
る
思
考
の
内
容
、
つ
ま
り
そ
れ
に
つ
い
て
の
観
念
と
概
念
は
、
そ
の

把
握
に
お
い
て
対
象
に
適
す
る
方
法
が
充
分
な
対
象
の
経
験
に
結
び
付
け

ら
れ
る
と
き
に
の
み
最
適
と
な
る
（
ω
」
㊤
①
ご
。
し
か
る
に
ヴ
ィ
ン
ク

ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
か
よ
う
な
対
象
に
適
合
す
る
方
法
も
所
与
の
対
象
の
表

象
に
関
す
る
不
鮮
明
さ
を
阻
止
し
得
な
い
。
こ
の
不
鮮
明
さ
は
、
対
象
の

正
し
い
認
識
に
つ
い
て
の
問
題
に
際
し
「
匡
正
フ
ァ
ク
タ
ー
」
と
し
て
計

算
に
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
特
に
、
法
解
釈
学
の
中
心
部
分
、
即
ち
解

釈
に
際
し
」
（
ω
・
一
㊤
刈
）
。
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第
八
章
「
解
釈
、
法
認
識
の
関
心
事
か
法
の
具
体
化
に
お
け
る
決
定
の

関
心
事
か
（
O
δ
一
三
9
寓
9
9
二
〇
拝
。
ぎ
〉
＝
＝
①
α
。
窪
ユ
孚
国
①
筈
冨
①
7

冨
＝
三
コ
一
ω
o
畠
①
門
畠
①
『
国
三
ω
魯
。
乙
＝
5
α
q
ぎ
畠
嘆
閣
0
6
三
畏
。
＝
ξ
〇
二
－

。・一

?
彗
α
q
哺
）
」
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
解
釈
論
を
批
判
す
る
。

　
一
般
に
解
釈
と
は
、
「
精
神
的
（
文
化
的
）
生
産
物
の
（
形
式
的
及
び
実

質
的
に
）
真
の
、
即
ち
対
象
に
適
合
し
た
意
味
理
解
を
求
め
る
認
識
努

力
」
で
あ
る
（
ω
」
㊤
◎
。
）
。
法
解
釈
は
、
法
理
論
か
ら
そ
の
思
考
手
段
を
得

る
が
、
そ
れ
は
そ
の
決
定
的
な
糸
口
を
、
直
接
に
は
、
法
の
成
文
（
法

源
）
に
お
い
て
確
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
現
実
社
会
的
に
実
存
す
る
対

象
の
中
に
有
す
る
。
従
っ
て
法
解
釈
の
「
古
来
よ
り
の
場
」
は
、
「
経
験
的

な
法
解
釈
学
の
思
考
レ
ベ
ル
」
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
法
解
釈

と
は
、
「
法
理
論
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
諸
概
念
・
諸
規
則
・
諸
規
準
を

手
助
け
と
し
て
、
一
つ
の
特
定
の
法
秩
序
の
妥
当
せ
る
法
文
も
し
く
は
生

産
形
式
（
法
源
）
の
形
式
と
内
容
に
つ
い
て
の
（
形
式
的
及
び
実
質
的

に
）
真
の
、
即
ち
対
象
に
適
合
し
た
意
味
理
解
を
求
め
る
、
方
法
に
拘
束

さ
れ
た
認
識
努
力
で
あ
る
」
（
ω
●
卜
。
O
α
）
。
こ
れ
に
対
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
と
っ

て
、
解
釈
論
の
位
置
は
第
一
に
、
「
広
義
に
お
け
る
一
般
法
学
も
し
く
は

一
般
法
理
論
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
第
一
義
的
に
「
法
認
識
論
的

及
び
法
理
論
的
性
格
を
有
す
る
」
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
形
式
規
範
論
の
基
礎
は
、

「
法
規
範
の
委
任
連
関
（
U
Φ
5
σ
Q
匿
8
ω
N
ζ
紹
∋
∋
①
弓
§
σ
Q
）
」
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
解
釈
論
に
お
い
て
は
、
法
概
念
を
当
為
1
1
規
範
の

形
式
論
理
的
表
現
形
式
に
還
元
す
る
形
式
的
規
範
論
理
に
よ
っ
て
、
「
法

の
内
容
は
、
当
為
の
形
式
に
お
け
る
そ
の
充
填
か
、
法
的
当
為
の
理
論
の

適
用
可
能
性
の
外
に
あ
る
経
験
的
観
念
領
域
へ
の
追
放
の
い
ず
れ
か
以
外

に
は
、
方
法
論
上
顧
慮
さ
れ
な
い
」
。
そ
れ
は
、
法
の
内
容
、
法
内
在
的
諸

価
値
、
実
定
法
の
目
的
へ
の
拘
束
を
無
視
す
る
（
ω
．
卜
。
O
刈
｛
じ
。

　
こ
の
よ
う
な
前
提
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
解
釈
論
は
、

法
の
枠
の
認
識
の
み
を
問
題
と
し
、
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
決

定
の
問
題
と
し
て
法
適
用
機
関
に
委
ね
、
法
科
学
の
領
域
か
ら
法
政
策
の

領
域
に
追
い
や
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
次

の
よ
う
な
批
判
を
加
え
る
。
第
一
に
、
認
識
論
レ
ベ
ル
で
の
批
判
と
し
て
、

曰
く
、
法
は
決
定
行
為
と
し
て
の
解
釈
行
為
に
よ
っ
て
、
現
実
社
会
的
、

動
態
的
、
そ
し
て
ど
う
や
ら
心
理
学
的
に
す
ら
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
形

式
論
理
の
狭
さ
、
存
在
と
当
為
の
分
離
、
純
粋
に
形
式
的
な
規
範
階
層
の

観
念
は
打
ち
破
ら
れ
る
（
ω
■
卜
。
一
㎝
）
。
第
二
に
法
理
論
レ
ベ
ル
か
ら
の
批
判

と
し
て
曰
く
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
規
範
の
実
現
方
法
の
大
部
分
を
占
め
る

法
服
従
に
は
解
釈
の
機
能
を
与
え
ぬ
が
、
法
解
釈
の
対
象
の
意
味
の
認
識

は
、
万
人
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
法
適
用
機
関
は
、
法
認
識
の
争
い

得
ぬ
能
力
も
独
占
権
も
有
す
る
も
の
で
は
な
い
（
ω
．
・
。
一
①
ご
。

　
そ
し
て
、
法
解
釈
学
レ
ベ
ル
で
の
批
判
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
ケ

ル
ゼ
ン
は
、
認
識
の
問
題
を
法
の
条
文
（
法
規
範
）
の
枠
の
属
性
及
び
そ

の
内
容
の
多
義
性
の
問
題
に
「
還
元
」
し
、
抽
象
的
な
も
の
及
び
内
容
的

な
も
の
の
具
体
化
の
問
題
、
法
の
条
文
の
内
容
及
び
意
味
拘
束
性
の
問
題
、

も
し
く
は
目
標
設
定
と
価
値
拘
束
性
に
含
ま
れ
る
認
識
の
問
題
を
無
視
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
の
理
論
を
、
認
識
問
題
と
い
う
静
態
論
か
ら
決

定
に
よ
る
法
形
成
と
い
う
動
態
論
へ
と
追
い
や
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
法
の
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内
容
の
問
題
を
認
識
の
問
題
か
ら
排
除
す
る
枠
・
多
義
性
理
論
は
、
体
系

内
的
に
は
矛
盾
な
い
も
の
の
、
対
象
へ
の
適
切
性
を
欠
く
（
ω
．
卜
。
一
㊤
じ
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
文
法
と
論
理
学
を
法
解
釈
の
試
金
石
と
し
た
。
し
か
し
、

法
解
釈
は
そ
れ
ら
に
集
約
さ
れ
ず
、
主
と
し
て
「
概
念
上
の
意
味
内
容
に

及
ぶ
」
。
従
っ
て
、
論
理
、
文
法
、
両
者
互
い
の
結
合
に
で
は
な
く
、
「
法

律
の
規
律
の
内
容
と
し
て
明
ら
か
に
表
れ
る
意
味
と
目
的
」
に
解
釈
の
た

め
の
優
先
権
が
与
え
ら
れ
る
。
論
理
学
と
文
法
が
法
に
仕
え
る
の
で
あ
っ

て
そ
の
逆
で
は
な
い
。
法
は
人
間
の
共
同
生
活
の
秩
序
に
仕
え
る
の
で

あ
っ
て
、
論
理
学
や
法
の
「
妥
当
性
」
に
仕
え
る
の
で
な
い
（
ω
．
・
。
卜
。
・
。
じ
。

立
法
者
が
そ
の
規
律
目
的
追
求
に
際
し
「
完
壁
」
を
期
す
る
こ
と
は
、
一

般
抽
象
的
ル
ー
ル
と
し
て
の
法
律
の
本
性
に
よ
り
不
可
能
で
あ
り
、
具
体

的
事
例
へ
の
そ
の
適
用
に
お
い
て
、
法
律
の
条
文
の
多
義
性
、
不
確
定
性

が
解
釈
者
の
法
認
識
に
限
界
を
示
す
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
法
適
用
機

関
な
い
し
は
そ
の
他
の
解
釈
者
が
、
法
解
釈
に
関
し
自
由
で
あ
る
わ
け
で

な
く
、
法
の
内
容
に
取
り
込
ま
れ
た
諸
目
的
と
諸
価
値
に
拘
束
さ
れ
る

（
ω
．
卜
。
N
ω
h
じ
。
法
的
な
行
態
規
律
に
内
容
と
意
味
を
与
え
る
諸
目
的
と
諸

価
値
は
、
ま
さ
し
く
「
特
別
な
認
識
の
領
域
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
究

明
を
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
適
用
機
関
の
決
定
の
恣
意
に
委
ね
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
点
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
る
法
解
釈
に
お
け
る
メ
タ
法
的
価
値
の
否
定
は

正
し
い
と
し
て
も
、
法
内
在
的
価
値
の
無
視
は
問
題
で
あ
る
。
実
定
法
上

客
観
化
さ
れ
た
目
的
と
価
値
は
、
法
の
内
容
と
し
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
認
識

論
上
及
び
法
理
吊
上
の
事
前
決
定
の
外
側
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
基

づ
く
ケ
ル
ゼ
ン
の
「
枠
」
観
念
は
、
そ
こ
で
は
法
解
釈
は
そ
も
そ
も
「
決

定
の
恣
意
」
し
か
意
味
し
得
ぬ
か
ら
、
無
価
値
で
あ
る
（
ω
G
B
㎝
ご
。

　
「
実
定
法
の
意
味
に
従
っ
た
、
社
会
現
実
へ
の
、
意
味
に
即
し
た
（
正
し

い
）
移
し
変
え
に
向
け
ら
れ
た
実
定
法
の
特
質
、
及
び
、
基
本
的
に
前
提

さ
れ
る
べ
き
実
現
可
能
な
目
標
設
定
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
こ
に
実
定
法
が
現

れ
る
法
文
の
内
容
と
意
味
の
確
定
に
導
く
、
あ
ら
ゆ
る
認
識
補
助
手
段
或

い
は
解
釈
方
法
を
探
求
す
る
こ
と
は
法
科
学
の
任
務
で
あ
り
続
け
る
」
。

法
理
論
は
、
そ
の
た
め
の
規
準
と
な
る
諸
前
提
と
諸
指
標
を
提
供
す
る
。

そ
の
た
め
の
第
一
の
前
提
は
、
対
象
に
適
す
る
認
識
理
論
上
の
志
向
性
で

あ
る
。
そ
の
際
、
い
わ
ゆ
る
法
的
思
考
に
お
い
て
も
、
存
在
及
び
当
為
と

空
間
及
び
時
間
と
の
、
認
識
理
論
上
基
礎
づ
け
ら
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
結

合
が
、
本
質
的
に
重
要
で
あ
る
。
「
従
っ
て
、
規
範
の
一
般
理
論
は
、
解
釈

理
論
の
代
用
物
で
も
な
け
れ
ば
「
般
法
理
論
も
し
く
は
実
定
法
の
理
論
の

代
用
物
で
も
あ
り
得
な
い
」
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
法
論
理

学
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
妥
当
す
る
（
ω
●
・
。
N
①
h
・
）
。

　
第
九
章
「
純
粋
法
学
の
真
理
論
と
し
て
の
、
論
理
学
と
法
科
学
の
関
係

（一

j
9
。
¢
＜
①
｝
巴
ヨ
凶
ω
＜
o
コ
『
o
o
q
涛
虐
＝
α
国
o
o
三
ω
…
器
。
霧
。
冨
官
製
の

≦
魯
ず
『
『
o
凶
⇔
ω
O
憎
。
已
①
≡
畠
㊦
『
国
9
5
①
5
胃
①
6
7
酔
匹
①
ぎ
『
o
）
」
は
、
ケ
ル
ゼ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

の
法
命
題
に
示
さ
れ
る
「
規
範
論
理
学
」
に
批
判
を
加
え
る
。

　
ケ
ル
ゼ
ン
は
対
象
構
成
の
た
め
に
、
「
規
範
的
」
仮
言
「
判
断
」
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
独
自
の
（
規
範
）
論
理
学
を
展
開
し
た
（
ω
・
卜
。
N
。
。
）
。
し
か
し
、

法
命
題
は
、
「
思
考
の
、
単
に
形
式
論
理
的
な
、
外
見
上
の
み
規
範
論
理
的

な
、
そ
し
て
、
外
見
上
の
み
先
験
論
理
的
な
形
式
」
で
あ
り
、
「
実
際
に
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は
、
使
用
可
能
性
あ
る
認
識
理
論
上
の
原
理
と
は
決
し
て
な
ら
な
か
っ

た
」
（
ω
●
b
。
b
。
㊤
）
。
当
為
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
っ
て
、
「
形
式
論
理
的
に
構
想

さ
れ
た
仮
言
判
断
の
観
念
に
お
い
て
、
連
辞
と
い
う
そ
れ
自
体
疑
わ
し
い

論
理
的
形
象
に
『
還
元
』
さ
れ
、
存
在
に
拘
束
さ
れ
た
当
為
と
い
う
仮
言

判
断
の
内
容
を
奪
わ
れ
た
」
（
ω
．
N
ω
O
）
。
か
よ
う
な
「
当
為
の
構
成
要
素
の

存
在
被
拘
束
性
を
無
視
し
、
構
成
さ
れ
た
『
規
範
的
』
仮
言
『
判
断
』
に

お
け
る
当
為
の
［
存
在
か
ら
］
分
離
さ
れ
た
形
式
論
理
的
構
造
要
素
へ
の

限
定
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
を
過
ち
に
導
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
（
ψ
卜
。
ω
一
）
。

　
こ
の
「
形
式
的
で
あ
り
か
つ
経
験
か
ら
分
離
さ
れ
た
（
法
）
規
範
論
理

学
の
能
力
の
限
界
」
・
（
ω
．
卜
。
ω
ω
）
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
カ
ン
ト
を

援
用
し
つ
つ
述
べ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
先
験
論
理
は
経
験
の
論
理
で

あ
り
単
な
る
形
式
論
理
で
な
く
、
規
範
論
理
で
も
、
道
徳
な
い
し
は
法
に

つ
い
て
の
単
に
形
式
論
理
的
に
構
想
さ
れ
た
理
論
で
も
な
く
、
経
験
の
論

理
と
し
て
の
そ
れ
は
真
理
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
認
識
の
真
理
を

表
示
す
る
確
実
な
普
遍
的
標
徴
」
と
し
て
は
、
「
形
式
に
関
す
る
誤
謬
で

は
な
く
て
内
容
に
関
す
る
誤
謬
を
発
見
し
得
る
よ
う
な
基
準
を
持
た
な

い
」
形
式
論
理
だ
け
で
は
充
分
で
な
く
、
「
悟
性
を
孤
立
さ
せ
、
思
惟
の
部

分
、
し
か
も
そ
の
起
源
が
全
く
悟
性
に
の
み
存
す
る
部
分
だ
け
を
、
わ
れ

わ
れ
の
認
識
か
ら
そ
っ
く
り
取
り
出
す
」
先
験
論
理
学
が
必
要
で
あ
る
。

「
認
識
の
適
用
さ
れ
得
る
対
象
が
直
観
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
こ
と
を
認
識
の

条
件
と
し
て
い
る
」
先
験
的
論
理
学
の
か
か
る
部
分
は
、
「
純
粋
な
悟
性

認
識
の
諸
要
素
と
、
対
象
が
思
惟
さ
れ
得
る
た
め
に
は
絶
対
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
諸
原
理
と
を
論
述
す
る
学
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
部
分
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　

先
験
的
分
析
論
で
あ
る
と
同
時
に
真
理
の
論
理
学
で
も
あ
る
」
（
ω
．
・
。
ω
α

h
ご
。
従
っ
て
、
真
理
に
つ
い
て
の
認
識
論
的
問
題
は
形
式
的
側
面
と
実

質
的
側
面
を
有
す
る
。
な
か
ん
ず
く
経
験
科
学
に
と
っ
て
は
、
そ
の
問
題

は
、
そ
の
二
面
性
に
お
い
て
、
物
と
認
識
と
の
一
致
（
巴
器
ρ
舞
ま
「
虫

Φ
二
三
Φ
＝
Φ
9
⊆
ω
）
と
い
う
古
く
か
ら
の
公
準
に
不
可
避
的
に
直
面
す
る
。

哲
学
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
経
験
の
超
越
性
（
↓
「
磐
ω
N
零
α
Φ
自
α
Φ
「

国
「
討
ゴ
≡
コ
α
q
）
に
お
い
て
、
こ
の
認
識
の
基
本
的
問
題
は
、
実
質
的
次
元
を

も
与
え
ら
れ
る
（
ω
．
卜
。
ω
↓
）
。

　
第
十
章
「
学
問
上
の
追
従
と
批
判
（
≦
騨
。
。
。
・
。
霧
島
三
二
凶
会
①
Ω
無
。
西
－

宥
『
9
津
＝
5
ユ
区
界
涛
）
」
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
「
賛
美
や
教
条
化
」
、

「
盲
目
的
批
判
」
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
戒
め
つ
つ
（
ω
●
b
Q
ミ
）
、
現
代
に
お
け

る
純
粋
法
学
へ
の
接
し
方
を
説
き
、
本
書
を
総
括
す
る
。

　
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
の
思
考
の

所
産
の
保
護
者
と
後
援
者
は
、
一
方
で
、
多
く
の
形
を
持
つ
純
粋
法
学
の

思
考
の
所
産
の
教
条
化
が
そ
の
動
機
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

証
拠
を
提
供
す
る
こ
と
を
避
け
得
な
い
。
他
方
、
彼
ら
は
ま
さ
し
く
、
ケ

ル
ゼ
ン
の
純
粋
法
学
の
体
系
と
方
法
論
上
の
諸
前
提
に
匹
敵
す
る
の
み
な

ら
ず
そ
れ
を
凌
駕
し
さ
え
も
す
る
認
識
論
的
及
び
科
学
理
論
的
思
考
補
助

手
段
を
も
用
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
（
ω
．
b
。
な
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
ケ

ル
ゼ
ン
の
「
後
継
者
」
た
る
ロ
ベ
ル
ト
・
ワ
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
は
、
ケ
ル

ゼ
ン
の
純
粋
法
学
の
変
容
と
基
本
的
弱
点
が
「
ど
う
や
ら
限
定
的
に
し
か
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顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
批
判
が
加
え
ら
れ
る
（
ω
．
ト
こ
ω
Q
◎
）
。
ワ
ル

タ
ー
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
の
変
説
に
も
拘
ら
ず
、
法
規
範
を
「
規
範
的
」

仮
言
「
判
断
」
の
形
式
論
理
構
造
に
お
い
て
捉
え
、
法
理
論
を
「
規
範

的
」
仮
言
「
判
断
」
と
し
て
の
法
規
範
の
思
考
形
式
の
観
念
に
「
還
元
」

し
て
い
る
。
ま
た
、
法
解
釈
学
の
領
域
に
お
い
て
も
、
ワ
ル
タ
ー
は
、
ケ

ル
ゼ
ン
の
認
識
理
論
・
法
理
論
・
方
法
論
上
の
諸
前
提
か
ら
何
ら
結
論
を

引
き
出
さ
ず
、
法
認
識
理
論
と
し
て
の
純
粋
法
学
の
終
点
、
つ
ま
り
実
定

法
自
体
に
方
法
論
上
何
も
付
け
足
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
領
域

で
の
純
粋
法
学
の
使
用
不
可
能
性
と
不
必
要
性
を
証
明
す
る
結
果
に
な
っ

て
い
る
（
ω
●
卜
○
凸
｛
｛
．
）
。

　
以
上
概
観
し
て
き
た
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
ケ
ル
ゼ
ン
批
判
は
、
要
す

る
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
る
カ
ン
ト
哲
学
の
先
験
論
理
の
無
理
解
に
起
因
す

る
形
式
論
理
へ
の
「
還
元
」
主
義
、
反
経
験
性
、
非
動
態
性
に
向
け
ら
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
対
す
る
関
心
が
と
み
に
高
い
わ
が
国

に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論

を
再
考
す
る
こ
と
は
、
必
須
の
課
題
だ
と
言
え
る
。

註

（
1
）
ち
な
み
に
法
政
研
究
は
原
則
的
に
縦
組
印
刷
で
編
集
さ
れ
て
い
る
た
め
、

　
　
組
の
こ
め
論
文
は
六
〇
〇
頁
に
始
ま
り
五
二
一
頁
に
終
わ
る
。

（
2
）
法
政
研
究
五
五
巻
二
～
四
合
併
号
（
一
九
八
九
年
）
六
〇
一
頁
。

横

（
3
）
ケ
ル
ゼ
ン
に
対
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
手
島
孝
『
ケ

　
ル
ゼ
ニ
ズ
ム
考
』
（
木
鐸
社
、
一
九
八
一
年
差
二
七
四
頁
。
マ
ッ
ハ
の
影
響
に
つ

　
い
て
は
、
参
照
、
同
書
二
七
八
頁
。

（
4
）
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
に
お
け
る
閃
①
o
匿
ω
ω
0
9
概
念
の
変
遷
の
姿
と
そ
の
意
義
に

　
つ
い
て
は
参
照
、
新
正
幸
『
純
粋
法
学
と
憲
法
理
論
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九

　
二
年
）
六
八
頁
以
下
。

（
5
）
同
前
八
二
頁
に
よ
れ
ば
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
四
Φ
。
三
ω
ω
9
N
概
念
の
変
遷
は
、
「
規

　
範
的
法
学
の
経
験
科
学
と
し
て
の
存
立
性
を
確
保
す
る
た
め
」
、
「
あ
く
ま
で
妥

　
当
性
と
い
う
観
念
を
保
持
し
つ
つ
、
科
学
と
し
て
の
法
学
を
樹
立
せ
ん
た
め
」
、

　
つ
ま
り
「
〈
妥
当
性
〉
と
く
真
理
性
〉
の
調
和
」
を
求
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
6
）
旧
東
独
の
マ
ル
ク
ス
主
義
法
理
論
家
ヘ
ル
マ
ン
・
ク
レ
ン
ナ
ー
に
よ
る
、
「
法

　
が
空
（
「
①
O
げ
け
ω
』
帖
鳴
、
）
」
、
「
貧
伜
法
学
（
廿
o
o
、
子
①
o
曼
。
＝
卑
≦
）
」
と
い
う
批
判
に

　
つ
い
て
、
参
照
、
手
島
孝
・
前
掲
一
七
四
頁
。

（
7
）
参
照
、
同
右
「
五
二
頁
。

（
8
）
カ
ン
ト
の
先
験
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
同
右
三
＝
頁
。
ま
た
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ム
ス

　
三
一
二
頁
は
、
「
類
比
的
な
先
験
主
義
は
単
に
形
式
主
義
と
い
う
も
差
し
支
え

　
な
く
、
あ
く
ま
で
も
本
来
の
そ
れ
で
は
な
い
」
こ
と
、
ま
た
、
同
三
一
四
頁
は
、

　
ケ
ル
ゼ
ン
の
「
先
験
主
義
か
ら
換
骨
奪
胎
さ
れ
た
形
式
主
義
」
が
「
範
疇
（
化
）

　
的
処
理
法
」
へ
「
変
性
」
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
傍
点
原
文
）
。

（
9
）
存
在
・
当
為
二
元
論
の
、
新
カ
ン
ト
派
に
よ
る
「
変
容
」
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
る

　
「
加
工
」
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
同
右
三
〇
四
頁
以
下
。

（
1
0
）
コ
ー
エ
ン
の
卑
N
①
ロ
α
q
旨
σ
。
原
理
と
カ
ン
ト
の
凶
§
ω
＃
三
Φ
「
魯
原
理
の
関
係

　
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
同
右
三
「
五
頁
。

（
1
1
）
法
命
題
の
「
真
理
性
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
新
正
幸
．
前
掲
九
三

　
頁
以
下
。

（
1
2
）
参
照
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
篠
田
英
雄
訳
）
『
純
粋
理
性
批
判
（
上
）
』
（
岩

　
波
文
庫
、
一
九
六
一
年
）
一
三
〇
頁
以
下
。
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